
 

 

 

 
 

逆境を乗り越えて、成長していく一年に 
校長 冨田 敬一 

 

新入生
しんにゅうせい

の皆
みな

さん、入学
にゅうがく

おめでとうございます。そして２・３年生
ねんせい

の皆さん、進級
しんきゅう

おめでとうございま

す。三木
み き

中学校
ちゅうがっこう

の令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

がいよいよ始
はじ

まりました。 

３年生は最上級生
さいじょうきゅうせい

として、この１年間
ねんかん

「三木中の顔
かお

」ともいうべき存在
そんざい

です。３年生に対
たい

する評価
ひょうか

が

三木中の評価であるといっても過言
か ご ん

ではありません。学校行事
ぎょうじ

をはじめとして学校生活
せいかつ

の様々
さまざま

な場面
ば め ん

で、

大
おお

いにリーダーシップを発揮
は っ き

してくれることを楽
たの

しみにしています。 

２年生は「三木中の背骨
せ ぼ ね

」というべき存在です。たくましく頼
たよ

られる先輩
せんぱい

として、１２９名
めい

の新入生

をリードするとともに、中堅
ちゅうけん

学年
がくねん

として３年生を支
ささ

え、今年度
こ ん ね ん ど

の後半
こうはん

からは３年生の後
あと

を引
ひ

き継
つ

いで、

生徒会
せ い と か い

活動
かつどう

や部活動
ぶ か つ ど う

などで三木中を担
にな

ってくれることを期待
き た い

しています。 

１年生は新
あら

たに始まる中学校生活への期待
き た い

や希望
き ぼ う

とともに、未知
み ち

の経験
けいけん

や出会
で あ

いへの不安
ふ あ ん

もあること

と思
おも

います。一日
いちにち

も早
はや

く中学校の生活に慣
な

れ、２・３年生ととともに、三木中の良
よ

き伝統
でんとう

の後継者
こうけいしゃ

にな

っていってほしいと思
おも

います。 

さて、新年度
し ん ね ん ど

の始まりにあたり、皆さんに述
の

べたいことがあります。それは、「上手
う ま

くいかない時
とき

こそ、

物事
ものごと

を前向
ま え む

きに考
かんが

えてほしい」ということです。長
なが

い人生
じんせい

の中
なか

では、自分
じ ぶ ん

の思い通
どお

りになることよりも、

思い通りにならないことの方
ほう

が多いと感
かん

じます。学校生活においても、昨年度
さ く ね ん ど

末
まつ

から新型コロナウイル

ス感染
かんせん

拡大
かくだい

の影響
えいきょう

で、これまで経験
けいけん

したことのない長期
ちょうき

の臨時
り ん じ

休校
きゅうこう

が実施
じ っ し

され、授業
じゅぎょう

をはじめ学校行事

や部活動などに大きな影響が出
で

ました。感染終息
しゅうそく

の見通
み と お

しが立
た

たない中で、今年度
こ ん ね ん ど

は昨年度以上
いじょう

に不自由
ふ じ ゆ う

な学校生活を皆さんに強
し

いることになるかもしれません。皆さんには、「一生
いっしょう

に一度
い ち ど

しかない中学校生活

なのに、なぜ自分たちのときに」との思いがあることでしょう。しかし、ぜひ発想
はっそう

の転換
てんかん

を図
はか

り、皆さ

んには、この状 況
じょうきょう

をポジティブに捉
とら

えて乗
の

り越
こ

えていってほしいと思います。 

私
わたし

が高校
こうこう

２年生の時に次
つぎ

のような出来事
で き ご と

がありました。ある冬
ふゆ

の夜
よる

、私は部活動を終
お

えて自転車
じ て ん し ゃ

で帰宅
き た く

していて交通
こうつう

事故
じ こ

に遭
あ

い、右手
み ぎ て

を縫
ほう

合
ごう

するケガを負
お

ってしまいました。そして、１週間後
しゅうかんご

の修学
しゅうがく

旅行
りょこう

で

は、クラスメイトがスキー実習
じっしゅう

を楽
たの

しんでいる様子
よ う す

を、ロッジから眺
なが

めて過
す

ごす羽目
は め

になりました。 

「よりによってこんな時に・・・何
なん

てついてないんだ。」と泣
な

きたい気分
き ぶ ん

でしたが、しかたがないので持
も

て

余
あま

した時間
じ か ん

を、親友
しんゆう

から勧
すす

められていた三島
み し ま

由紀夫
ゆ き お

の『金閣寺
き ん か く じ

』を読
よ

んで過ごすことにしました。恥
は

ず

かしながら当時
と う じ

の私は、読書
どくしょ

感想
かんそう

文
ぶん

の宿題
しゅくだい

以外
い が い

は、まったく本を読まないような生徒でした。しかし、

この本との出会いをきっかけに読書の楽しさにのめり込
こ

み、現在
げんざい

に至
いた

っています。 

「他人
た に ん

は変
か

えられないが、自分
じ ぶ ん

は変えられる。過去
か こ

は変えられないが、未来
み ら い

は変えられる。感情
かんじょう

は変

えられないが、考え方は変えられる。」という格言
かくげん

があります。皆さんには、ぜひこのことに

思いを巡
めぐ

らせ、周
まわ

りの環境
かんきょう

や誰
だれ

かに責任
せきにん

転嫁
て ん か

するのではなく、逆 境
ぎゃっきょう

にあってもしっかりと

それに向
む

き合
あ

い、前向きに乗り越えることを通して、成長
せいちょう

してくれることを願っています。 
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日 曜 給食

1 水 学年始休業日（6日まで） －

2 木 －

3 金 －

4 土 －

5 日 －

6 月 －

7 火 臨時休校

8 水 　 第74回 入学式 10：00

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水    昭和の日

30 木

学 校 行 事

着任式・始業式 
  

新型コロナウイルス感染症予防の観点から、学年 

ごとの着任式・始業式を行いました。着任式では、 

新たに着任された先生から、ご挨拶をしていただき 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 令和２年度 第７４回入学式を新入生、保護者、 

教職員のみで、規模を縮小して行いました。新入生、 

１２９名が三木中学１年生となりました。まだ、登 

校はできませんが、家庭でしっかり学習しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
令和２年度新学期における学校運営について 

 三木市においても兵庫県教育委員会の方針を踏ま 

えて、４月７日（火）から５月６日（水）まで臨時 

休校を再延長することが決定しました。 

課題におきましては、５月６日（水）までの分を 

今週中にポスティングさせていただきます。また、 

臨時休校の間、登校日の設定はありません。部活動 

においても、活動はありませんのでご了承ください。 

尚、新年度に配布を予定しておりましたプリントな 

どは、登校が再開されましたら配布させていただき 

ます。よろしくお願いいたします。 

第７４回入学式 

４月の学校行事予定 


